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九州地方整備局では、平成29年7月より、各施設を管理す
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▽ テーマ
北九州港「洞海湾地区」

▽ ニュース
若松港築港関連施設群が土木遺産に認定
新造船「やまと」が進水

国土交通省九州地方整備局北九州港湾・空港整備事務所

新造船「やまと」が進水
令和２年１月１０日（金）、阪九フェリーの新造船「やまと」の命名及び進水

式が行われました。令和２年３月に就航予定の同型船「せっつ」に続き、令

和２年６月から新門司港―神戸航路に就航予定です。令和２年１月からの

SOx（硫黄酸化物）規制強化に対応するため、「せっつ」と同様にスクラバー

（排ガス浄化装置）が搭載されてます。

【提供】阪九フェリー株式会社

総トン数 約16,300トン

全長 約195m

阪九フェリー新造船（やまと）

積載能力
8.5mトラック約277台

乗用車約188台

旅客定員 663人

全幅 29.6m

喫水 6.7m

令和元年１１月１６日（土）、「若松港築港関連施設群」が土木学会選奨土木遺産認定制度により、令和元年度土木学会選奨土

木遺産に認定されました。

この制度は、歴史的土木構造物の保存に資することを目的とし、平成１２年度に創設されたものです。

「若松港築港関連施設群」は東海岸通護岸や出入船舶見張り所跡など、６つの施設で構成されています。

以下、その中の３つの施設。

東海岸通護岸（令和２年１月撮影） 出入船舶見張り所跡（令和２年１月撮影） 測量基準点（令和２年１月撮影）

(1)東海岸通護岸

明治２５年から明治３４年に埋立

護岸として建設された石積み堤体。

(2)出入船舶見張り所跡

昭和６年、洞海湾に出入りする船舶の

不正入港を監視するための施設。

(3)測量基準点
明治時代に使用された測量基準

点で、標石は当時のままのもの。

若松港築港関連施設群が土木遺産に認定

平成27年撮影

昭和23年撮影(出典:国土地理院) 昭和44年撮影(出典:国土地理院)
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出
前
講
座

令
和
2
年
1
月
30
日(

木
）
、

九
州
工
業
大
学
の
学
生
を
対
象
に
、

出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
当
事

務
所
職
員
に
よ
り
、
「
み
な
と
」

に
関
わ
る
仕
事
を
テ
ー
マ
に
、
北

九
州
の
港
湾
や
空
港
の
整
備
事
業

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

港
湾
事
業
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
出
前
講
座
の
ご
要
望
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。(

詳
細
は

当
事
務
所
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く
だ
さ

い)

北九州港湾・空港整備事務所

高嶋建設管理官



テーマ ～北九州港「洞海湾地区」～

１ ２

①洞海湾地区の歴史

②軍艦防波堤

北九州空港

北九州港

洞海湾地区

明治政府により民間の鉱山開発が許可さ

れると、遠賀川流域では次々と石炭関連の

会社が設立され、官営八幡製鉄所を始めと

した製鉄の原料として需要を増していきまし

た。

若松港は、これらの石炭の積出港として大

きく発展しました。

洞海湾は、遠浅で干潮時には干潟が現れ、

埋立てが行いやすいという利点から、開発

が積極的に行われました。また、 洞海湾の

奥部は、元禄１３年（１７００年）前後において

黒崎や江川沿いの干拓が進められました。

遠賀川と洞海湾を結ぶ江川は、年貢米の

積み出しに活用されていました。

洞海湾の入り口に位置する軍艦防波堤（正式名称は

「響灘沈艦護岸」）は、昭和２３年から２４年にかけて旧

日本海軍の軍艦を防波堤として利活用したものです。ま

た、国内で唯一、軍艦の形状を目にすることができる防

波堤であり、土木学会による「近代土木遺産２８００選」

にも選出されています。北九州港における取扱貨物の推移
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高塔山公園より撮影（令和２年２月）

城山緑地公園（黒崎城跡）より撮影

（令和２年２月）

北
九
州
市
は
、
「
も
の
づ
く
り
の
街
」
と
し
て
古

く
か
ら
日
本
の
近
代
化
を
牽
引
し
て
お
り
、
製
鉄

所
や
化
学
工
場
な
ど
の
工
場
夜
景
は
、
近
未
来
都

市
や
巨
大
な
要
塞
を
目
に
す
る
か
の
よ
う
で
圧
巻

で
す
。
こ
の
洞
海
湾
地
区
に
も
多
く
の
企
業
が
立

地
し
て
お
り
、
工
場
夜
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

軍艦防波堤（平成３０年４月撮影）

洞海湾
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わ
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史
料
館
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ち
く
史
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今
後
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展
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に
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て
お
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せ
く
だ
さ
い
。

皿倉山

高塔山公園

城山緑地公園
（黒崎城跡）

黒崎駅

江戸時代

大正から昭和にかけて湾内の埋立と工場

の建設が進められ、戦後においても重工業

や化学工業によって構成された地域として、

北九州工業地帯を支える工業集積地として

更に発展しました。また、洞海湾奥部の沿岸

の工業開発に伴い、航路や泊地の浚渫が行

われました。

明治時代

大正時代～昭和時代

江川

遠
賀
川

現代

長年の開発により、現在は洞海湾を取り囲むように工業地帯が広がり、鉄鋼や

化学製品などを扱う企業が数多く立地しており、洞海湾地区で取り扱われる貨物

量は、北九州港全体の約３割となっています。

今後も、北九州港の産業を支える地区として更なる発展が期待されます。

この防波堤に使用され

た軍艦は、「涼月」「冬月」

「柳」の3隻の駆逐艦で、

涼月、冬月は戦艦大和

の沖縄特攻「菊水作戦」

に参加、柳は第一次世界

大戦で地中海に派遣され、

対潜作戦に従事していま

した。
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史
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史
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、
映
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な
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も
あ
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た
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で
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し
く
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べ
る
よ
う
に
な
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て
い
ま
す
。
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史
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い
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だ
き
ま
し
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。
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皿倉山からの眺め 【提供】北九州市

洞
海
湾
は
、
石
炭
の
積
出
港
と
し
て
栄

え
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
34
年
当
時
は
石

積
み
護
岸
で
あ
っ
た
た
め
、
船
舶
の
接
岸

が
難
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、本

船
を
海
上
で
停
泊
さ
せ
、小
型

船
を
利
用
し
て
、「
ご
ん
ぞ
う

（
船
へ
石
炭
荷
役
を
す
る
沖

仲
仕
）」
と
呼
ば
れ
た
人
々
に

よ
っ
て
手
作
業
で
積
出
を
し

て
い
ま
し
た
。

ごんぞう

【提供】わかちく史料館

令
和
元
年
度
に
認
定
さ
れ
た

土
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遺
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な
ど
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
観
光
客
の
増
加

や
賑
わ
い
の
創
出
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わかちく史料館

※グラフは輸移出と輸移入の合計値

石積み護岸

洞海湾地区は、関門海峡の西

口に湾口を持ち、湾口が狭く奥

行きが広い形状であることから

波の影響を受けにくく、古くより干

拓による開発や、筑豊炭田の積

出港として陸海交通が発展した

歴史のある地区です。

今回は、この歴史ある洞海湾

地区について紹介します。


